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法のあり方について 17 の事例を基に検討した結果、①他者の存在に気付く  ②友達




























































































































数は 76 名であり、このうち欠損値があるものを除く有効回答数 70 名（有効回答率
61.4%）を分析対象とした。
2）調査期間



























　保育者の年齢別は、20 歳～ 25 歳 28 名（40.0%）、25 歳～ 30 歳 16 名（22.9%）、30
～ 35 歳 11 名（15.7%）、35 歳～ 40 歳６名（8.6%）、40 ～ 45 歳３名（4.3%）、45 歳














かにするためχ2 検定を行った 2)。統計処理は SPSS（Ver.25）を用いた。また、分析
の際、保育者の経験を直接扱った先行研究には、指導方法の研究（梶田・杉村・桐














満足 どちらともいえない 不満 合計
中堅以上保育者 22 (16.3%) 52 (38.5%) 61 (45.2%) 135 (100%)
若手保育者 2 ( 3.8%) 11 (21.2%) 39 (75.0%) 52 (100%)
合計 24 (12.8%) 63 (33.7%) 100 (53.5%) 187 (100%)


























評価している どちらともいえない 評価していない 合計
中堅以上保育者 25 (21.6%) 55 (47.4%) 36 (31.0%) 116 (100%)
若手保育者 0 (  0% ) 32 (55.2%) 26 (44.8%) 58 (100%)
合計 25 (14.4%) 87 (50.0%) 62 (35.6%) 174 (100%)
χ2 (2)=15.03, p<.01, V=.294
表3　保育経験年数と保育中の保育内容 (人間関係 )の指導力についての自信
自信ある どちらともいえない 自信ない 合計
中堅以上保育者 29 (23.4%) 51 (41.1%) 44 (35.5%) 124 (100%)
若手保育者 25 (46.3%) 12 (22.2%) 17 (31.5%)  54 (100%)
合計 54 (30.3%) 63 (35.4%) 61 (34.3%) 178 (100%)


























不安ある どちらともいえない 不安ない 合計
中堅以上保育者 26 (20.6%) 47 (37.3%) 53 (42.1%) 126 (100%)
若手保育者 5 ( 9.3%) 14 (25.9%) 35 (64.8%) 54 (100%)
合計 31 (17.2%) 61 (33.9%) 88 (48.9%) 180 (100%)
χ2 (2)=8.29, p<.05, V=.215
表5　保育経験年数と保育中の保育内容 (人間関係 )の指導力についての手応え
手応えある どちらともいえない 手応えない 合計
中堅以上保育者 11 ( 8.7%) 48 (37.8%) 68 (53.5%) 127 (100%)
若手保育者 22 (40.0%) 15 (27.3%) 18 (32.7%)  55 (100%)
合計 33 (18.1%) 63 (34.6%) 86 (47.3%) 182 (100%)































満足 どちらともいえない 不満 合計
中堅以上保育者 22 (16.3%) 52 (38.5%) 61 (45.2%) 135 (100%)
若手保育者 2 (  3.8%) 11 (21.2%) 39 (75.0%) 52 (100%)
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A Study of Consciousness of Pedagogy of 
 “Human Relationship”
— Based on the Result of the Questionnaire  with a Focus on Childcare 
Teachers Years of Experience —
Masatoshi KISHI    Daiki TODA    Yukiko ARAKI
Summary
The study we conducted a questionnaire survey to examine consciousness of pedagogy 
of “human relationships” by chidcare teachers years of experience.  The target of the 
questionnaire is kindergarten teachers and nursery teachers (N=70). Experienced childcare 
teachers evaluated the learning of the college of early childhood education and showed that 
they are taking childcare taking “acceptance and sympathy” into consideration. The novice 
childcare teachers were dissatisfied with the learning of the college of early childhood 
education and showed confidence and response in the leadership skill of pedagogy of “human 
relationships”. It was suggested that it is important for novice childcare teachers to reflection 
on their childcare.
